
時代の変化に合わせて

札幌でインテリアデザインと建築設計の事
務所を開いています。スタートは設計事務所
でしたが、平成になってリノベーションやリ
フォームといったインテリアの仕事が新築物
件より多くなってきたため、建築とは別にイ
ンテリアの仕事を請ける器が必要だと感じ、
2001年にインテリア部門としてインテリア
デザインオフィスをつくりました。インテリ
アプランナーの資格を取得したのも同じ流れ
で、資格制度ができたのを受けて一級建築士
の資格とは別に取得しました。時代は確実に
変わってきていました。

この世界に入るきっかけは、学生時代にグ
ラフィックデザインを学び、アルバイトでデ
ザイン事務所をいくつか経験したことです。
当時は札幌オリンピックで札幌の街が急成長
しているときで、店舗の改装やショーウイン
ドウのディスプレイデザインをしたり、チラ
シのデザインやパースを描いたりする仕事が
たくさんありました。スタイリストとかイン

テリアデザイナーといった言葉も確立されて
いないころで、今で言えばそういう仕事に関
わっておりました。

そこで建築パースを覚えたく、設計事務所
に就職しました。当時設計事務所は華やかな
デザイン業界とは別のいまだ徒弟制度が残
る男社会で、女性はほとんどいませんでし
た。今でこそ、設計の仕事は女性が活躍でき
る業務として認知されておりますが、私の時
代、現場にも立ち入ることができませんでし
た。その中で仕事を覚えながら二級建築士の
資格を取りました。その後職場の同僚だった
夫と独立し、今の設計事務所を開設。住宅・
マンション・商業施設・公共施設・ホテル・
クリニックと、ジャンルを問わずにあらゆる
物件を手掛けております。

つながりを大切に視野を拡げる

ネット社会の今、施主の持つトレンド情報
が濃密になり、デザインに対する要望はます
ます高度化・専門化しています。司法書士事
務所のオフィス改装（写真②）も、HPの作

品を見て「普通の事務所でなくこういうテイ
ストでやりたい」という依頼でした。長くイ
ンテリアデザインの仕事についておりますが、
人が関わる空間をつくるこの仕事がなくなる
ことはありませんし、これでよしと思うこと
はありません。次はもっと良いものを目指し
ていきます。だから永続きしているのかもし
れません 。 

次から次へと新しいものが生まれ、ユー
ザーの暮らし方・生き方も多様化してきます。
常に新しい感覚を磨いていないとついていけ
ません。歴史あるもの、新しいもの、残さな
ければならないもの等、実際に色々なものを
見て、触れて、感じて、本物を知り、自分の
中にストックすることが必要です。

インテリアデザイナーを目指すならインテリ
アプランナーの資格取得はキァリアＵＰに必
要なスキルのひとつです。私自身、資格取得
後インテリアプランナー協会に入り、情報交
換や様々な業種との人のつながりができたこ
とは、その後の仕事においてもプラスになりま
した。仕事は結局人とのつながりだと思います。

河村利枝子さん

(かわむら りえこ)
一級建築士、インテリアプランナー
環境福祉コーディネーター
デザインオフィス 遊空間　代表
一級建築士事務所 
株式会社 アトリエK 専務取締役
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Myビジネススタイルインテリア
プランナー
の仕事

特集

デザインを形にするために

住宅や店舗などの家具やオーダーキッチン、
什器などをデザインして納めるのが私の仕事
です。仕事の多くは、設計事務所や工務店と
のコラボレーションで、デザインだけでなく、
構造、設計、製作、納品まで、一貫して提案・
実施していくというのが私のやり方。設計主
旨を理解して、そのデザインだったらこの職
人がいいという具合に、デザインに合わせて
職人を選び、最終的に現場に物を納める引き
渡しまで行っています。デザインだけでなく、
現実に形としてお客様が使うものを提供でき
るところが大きな特徴です。

住宅にせよ店舗にせよ、設計者が美しく描
いたデザイン画があっても、それが実際に形
になるかというと難しいときがあります。若
い設計者の場合、構造や予算が分からずにデ
ザイン優先で作図していることがままあるか
らです。そのまま製作会社に渡すと、できた
ものを見てイメージが違うということが起こ
ります。製作側としては構造的にも予算的に
も成り立つようにつくるからです。だから、
製作側に意図を伝え、デザインの主旨が生か
されるものを作ってもらうようにしていかな

ければなりません。そのためには、デザイン
のことも分かって、素材も分かって、構造や
コストも計算に入れてデザインしなくてはな
りません。そこを管理して、限られた予算で
お客様にとってより良いものが提供できるよ
うにしていくことがとても大事だと思います。
それができるのがインテリアプランナーであ
り、そういう役割を担うパートナーがいるの
は、設計事務所や工務店にとっても良いこと
だと思います。

デザインを通し、 
生活全体に関わる提案を

私がインテリアプランナーの資格を取った
のは制度ができて間もないころ。大学でイン
テリアを勉強し、地元山形の家具メーカーに
デザイナーとして就職して、関東や東海の市
場向けに開発したオーダー家具を納めていた
ときです。名刺に書ける国家的な資格ができ
たと聞いて、迷わず取得しました。地方の場
合、インテリアとかデザインに対しての認知
度がまだまだ低いため、名刺に書けるのは今
も大きいことです。

日本では今、小さいリフォーム・リニュー
アルの需要がたくさん出てきています。それ

にきちんと対応していくのが我々の役割です
が、単なるものの入れ替えだけでなく、デザ
インを通して衣食住の生活全体を見据えた提
案をしていくということが重要です。それだ
けの提案をするには、プロとしてもっともっ
と勉強しなくてはいけません。若い人たちに
は、協会の集まりやイベントを活用して先輩
からノウハウを学んで欲しいと思います。そ
してそういう専門家の存在を伝えていくこと
が、一般の人たちにとって必要です。これか
らの私たちの課題だと思います。

信夫正己さん

(しのぶ まさみ)
インテリアプランナー、デザイナー
2級建築施工管理技士、1級インテリア設計士
有限会社ワンツ～　代表取締役

Myビジネススタイル
全国で活躍するインテリアプランナーの仕事ぶりとは。
山形、北海道、中部の協会から、地域を軸足に活動する３人のビジネススタイルをご紹介します。

《経歴》
1956年山形県舟形町生まれ。東京デザ

イナー学院卒業。1993年、有限会社ワン
ツ～設立。家具・オーダーキッチンの企画、
設計、製作、施工管理を中心に活動を始め
る。その後住宅、店舗、オフィス等のイン
テリアプランニング＆コーディネイトに
フィールドを拡げ、最上川畔の工房を拠点
に日本の木を活かし住み手の立場に立った
提案を続けている。
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木材販売会社のショールーム　
青森ヒバを扱う木材屋さんの販売促進のた
め、生活提案として無垢材空間を体感できる
よう、キッチンから LD、寝室までトータルに
デザインしてつくり込んだ。木の味わいを堪
能できる空間となった。

個人邸オーダーキッチン
「間仕切りのない家」がコンセプトの熟年
夫婦のキッチン。見せても OK な変形ワー
クトップは人造大理石。週末には大型に広
がるバタフライテーブルは榀（シナ）ベニヤ
に塗装。施主のこだわりを適切なデザイン
とコスト管理で形にした。

《実績》
・ 伊東屋什器製作・施工（2010）
・  今田邸オーダーキッチン・食器収納家具・

設計・製作・施工（2014）
・ イオンモール（大曲店）ORBENE店舗

什器製作・施工・管理（2015）
・  斉藤邸家具工事・設計・製作・施工（建

築設計；針生承一建築研究所とのコラボ）
（2015）

・  自社ブランド；moco商品発表／日本の
木+匠の技術+Design=生活道具（2015）

・  障がい者支援施設「光生園」理事長・施
設長・役員会議室・居室の家具デザイン・
製作・施工（2016） ほか多数

《受賞歴》 
・  山形県エクセレントデザイン賞受賞
（2010）

・  山形県エクセレントデザイン奨励賞受賞
（2012）

特集

インテリア
プランナー
の仕事

家具・オーダーキッチンから
インテリア空間をプロデュース
建築家とのコラボレーションでデザインから製作・納品まで

❶

❷ ❸

オーダー家具　
日本の無垢材で作るダイニングテー
ブル。どんな空間にもよくなじむよ
うシンプルなデザインとし、脚部や
天板サイズ等を使い手の要望に合わ
せて様々なタイプを製作する。

建築設計にインテリアデザインの
専門スキルをプラス
インテリア市場の拡大に対応

《経歴》
　1972年北海道女子短期大学工芸美術科
卒。設計事務所勤務後、1979年株式会社
アトリエK一級建築士事務所を夫と共に設
立、専務取締役に就任。2000年同社イン
テリア部門であるデザインオフィス 遊空
間を設立、現職となる。2006年～ 2009
年北海道インテリアプランナー協会会長。
現在は同理事を務める。

《実績》
・ ホテル アフェト （ホテル設計監理）
・  P-BOX（マンション設計監理）
・  炭火焼肉 味楽（店舗内装 設計）
・ エステサロン アンジュ（店舗内装設計）
・  Re Leaf（レストラン設計監理）
・  司法書士事務所 改装（オフィス内装設計）
・  平岸脳神経クリニック（クリニック設計・

監理） ほか多数

❶焼肉店内装・設計（炭火焼肉 味楽）
高級感を出して差別化をねらった焼肉店。竹
をモチーフにしたオブジェやガラススクリーンで
和モダン空間をデザインした。卓上に落とす
排気筒を極力細くして視線を遮らない工夫も。
❷オフィス改装（司法書士事務所）
店舗やカフェのようにトレンドのブルックリン
テイストで仕上げた内装。無機質なコンクリー
トの躯体にナチュラルな木とアイアンのブ
ラックを配し、オフィス空間に時代の風を呼
び込んだ。
❸エステサロン内装・設計（ANGE）
エステサロンの入りにくさを解消するデザイ
ン。正面を避けて横からのアプローチを設け、
入口にネイルサロンに見えるディスプレイを
置いた。
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